
序論

ィスラ ー ムの生命倫理における

初期胚の問題

—ユダヤ教， キリスト教と比較して 一

青 柳 か お る

現代社会においては前近代の医学では想定されていなかった問題が生じて

いる。 とくに20世紀以降の医療技術の発展の結果． 生命への高度な人為的介入

が可能になり． 1970年代以降生命をどこまで人為的に操作してよいかという

生命倫理の問題が生じてきた。 生命倫理は， 社会的に大きな要請のある極めて

重要な分野であるとともに イスラ ー ム思想研究において未開拓の分野でもあ

る'。

しかし． そもそもイスラ ー ム（イスラ ー ム教）には生命倫理という学問分野

はなく．手術等は行わず護符や薬草を用いる「預言者の医学 (al-tibb al-nabawI) 」

と呼ばれる伝統的な医療がイスラ ー ム教徒（ムスリム）の支えになっていると

いう見解もある。「生命倫理」 なるものは西洋キリスト教文化の一部であり． 預

言者ムハンマド の時代は言うに及ばず， 西洋キリスト教諸国による植民地化以

前には． イスラ ームが内発的に「生命倫理」のような学問分野を発案すること

はなかった（中田2005, 150) 。 また貧困． 不正， 圧政に喘ぐ第三世界において．

「生命倫理」が問題となるのは一握りの欧化エリートに過ぎない。 絶対多数を占

めるイスラ ー ム教徒一般民衆にはこれからも， 伝統的なイスラ ー ムの教えこそ

が． 生きる意味と指針と慰めを提供し続けていくであろう（中田2005, 178) 。

以上のような高度な医療を忌避し． 神に生死を任せるというイスラ ーム教徒

の伝統的な見解についても検討しなければならないが． イスラ ー ムの古典文献

には現代の生命倫理に直結する議論の蓄積があることは確かである。 また第

＇ イスラ ー ムの生命倫理に関する文献については． 本稿末の参考文献リストを参照。
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三世界に住むイスラ ーム教徒にとって． 焦眉の問題は． 十分な栄姜． 消潔な飲

科水． 最低限の医療品の確保である（中田2005, 153) としても． 人口爆発が進

む中で． 家族計画といった生命倫理が切実な問題になっていることも確かであ

る（飯塚 2003)。医療・医学の発展した地域に住むムスリムにとってはなおさ

ら． 臓器移植や 再生医療への関心は高いと言えようぢ

筆者は． 従来から行ってきたイスラ ームの女性およびセクシュアリティ ー 研

究（青柳 2003；青柳 2005；脊柳 2008; Aoyagi 2005) を生命倫理研究へと発展さ

せ．女性と関わりの深い出産をめぐる諸問題を主に分析してきた（青柳2011)。具

体的には． 古典時代と現代における避妊や 中絶における生命倫理について比較

検討してきたが 3
. これらの問題は初期胚や胎児の形成過程の問題と密接に結ぴ

ついており． 再生医療のES 細胞（胚性幹細胞． 受精卵から作られる未分化の幹

細胞 Embryonic Stem Cell) やクロ ー ンの問題へ発展させることが課題となった。

再 生 医 療に はク ロ ー ン． ES 細 胞． iPS 細 胞 （人工多能性幹細胞 induced

Pluripotent Stem Cell) などの方法が用いられるが． クロ ー ンを作ることは神の

創造行為とも重なるし． また ES 細胞 は． 受梢卵はいつから人間になるのかと

いう問題を含んでおり 大変興味深いテー マだと思われる。 また再生医療の技

術は近年 発展してきたものであるため， イスラ ームの再生医療に関する研究は

まだほとんどないのが現状である。

本稿では． ES 細胞という再生医療における初期胚の破壊の問題を取り上げ．

クロ ー ンについては今後の課題としたい。ES 細胞 の議論について．主にアメリ

力政府の生命倫理諮問委員会 (NBAC: National Bioethics Advisory Commission) 

刊行の報告杏「胚性幹細胞 研究の倫理問題 (Ethical Issues in Human Stem Cell 

Research)J 第3集「宗教的視座」 (2000年）（http:/ !bioethics.georgetown.edu/nbac/ 

stemcell3.pdf 2011年11月 268 アクセ ス）を分析し． ユダヤ教， キリスト教とも

比較しながらイスラ ームの初期胚に関する生命倫理の議論を三大一神教の中に

2 イランでは再生医療研究や臓器移植が盛んであり． 再生医療の研究所ではアメリカの経済
制裁を乗り越えて． ドバイを経由してさまざまな器具や試薬を翰入して研究が続けられてい
るという（西川2008) 。
｀ 現代イスラ ー ム世界の代表的な法学者であるユースフ ・ カラダー ウィ ー Yosuf al-Qarac;lawI 
(1926年～）の家族計画に関する議論については．粁柳 2008；粁柳 2006; ff柳 20 I 0; Aoyagi 2011 
参照。
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位置づけたい。

第1章 イスラ ー ムにおける初期胚の議論

臓器移植のほかに患者を救う方法として． 再生医療がある。 病気になった臓

器に， ES細胞やiPS細胞といった未分化の幹細胞(stem cell)を目的の細胞や

組織に培養したものを移植することにより．破壊された臓器を再生する（補う）

というものである。 たとえば． パー キンソン病治療のためドーパ ミンを分泌す

る細胞を作る， 脊椎損偏によって神経細胞が破壊された患者に， 培養した神経

細胞を移植することによって神経組織を再生するといった応用が考えられる。

しかし再生医療は． まだ開発中であまり実用化されていない。 本章では， まず

コ ー ラン． ハ デイ ース（預言者ムハンマドの言行録）にみられる胚の形成過程
‘’

の記述を述べ． 次に生命倫理諮問委員会の報告書に見られるイスラームのES

細胞に関する議論をまとめたい。

コ ー ラン23章 12-14節には． 人間の形成過程について． 以下のように述べられ

ている。「われらは土の精髄から人間を造った。 ついで． それを一滴として堅固

な宿所に置き． その一滴から凝血を造り． そして凝血から肉塊を造り． 肉塊か

ら骨を造った。 それから骨に肉を着せ． こうして彼を一個の他の生き物として

造りだした。」この章句によれば． 人間は 1 ．土の精髄， 2．その一滴， 3 ． 凝血． 4.

肉塊． 5 ．骨． 6 ． 肉． 7 ． 一個の生き物という七つの段階を経て． 段階的に形成さ

れていく。

さらにコ ー ランには．以下のように精子から成長した肉塊が魂を吹き込まれ．

人間になると述べられている。「人間の子孫を卑しい水の精から造りたまい， 形

をお与えになりその中に生命を吹き込みたもうたお方（コ ー ラン31 章8-9節）」．

‘ 胚発生生物の発生の過程は． 梢子が卵子に侵入すると受梢卵ができ． 受精卵は細胞分裂を
繰り返しながら胚盤胞， 胚芽． 胎児へと変化する。 受精卵は． 受精後3~5日で子宮内に到粁
し． 胚盤胞（細胞の塊） になる。 子宮に滸床した胚盤胞の内部細胞塊が胚芽となり． 外部細
胞塊が胎盤となる。 胚とは． おおまかにいって「受精から出生までの人の生命」とされる。
人としての形状が明確になってくる受精後8週目あるいは12週目を胎児 (fetus) とし． それ以
前に限定する用法もある。 現在． とくに問題になるのは． 人liりの姿が現れる端緒となる受精
後148以前の初期胚の時期の胚の利川である（島薗2006, 108)。
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「わしは陶土で人間 を造る。 わしがそれに形を与え， その中にわしの霊を吹き込

むとき， おまえたち（天使たち） は脆拝するがよい（コ ー ラン38章71-72節）。」

入魂の時期については． コ ー ランには述べられていないが， ハデイ ースによ

れば．「あなた方の うち誰でも， 最初． 母の胎内で， 40日間で組織が集められ，

それから同様の 日数で血の塊となり， それから同様の 日数で肉 の塊となる。 そ

れから天使が遣わされて， それに魂を吹き込む 。 そして天使は四つの言業を命

じられる。（ムスリム 1987 ,第3巻，57 0,「定命の書」 ）5 」とあり， 最初の40日は

梢液， 40日は凝血， さらに次の40日は小さな肉塊 になり， それから天使が彼に

息を吹き込むと考えられる。 つまり120日目に魂が吹き込まれ，胎児は 人間 にな

るのである。 この120日（または40日， 80日）という日数 は， 中絶の議論や， 受

梢卵の破壊を伴う医療研究において， イスラ ー ム法学者 （ウラマ ー ） が依拠す

る日数であり， 大変重要なものとなる。

次にアプドゥルアズィ ー ズ・サチェデ イ ー ナ(AbdulAziz Sachedina, Ph.D. 

University of Virginia)が生命倫理諮問委貝会の報告書に寄稿したレポ ー ト 6 にお

けるES細胞に関する見解を取り上げる。 サチェデイ ー ナはタンザニア生まれ

のインド系ムスリムであり，ヴァ ー ジニア大学宗教学科教授であるぢイスラ ー

ム法学者（ウラマ ー ）ではなく， シ ー ア派の政治思想研究において著名であり，

Sachedina 1980, Sachedina 1988といった著書がある。 一 方，「生命倫理百科事典」

に「イスラ ー ム の 生命倫理」(Sachedina 2004;サチェデイ ー ナ2007)といった

項目を執筆し， またSachedina 2005を著すなど生命倫理研究も進めている。

＇ 同様のハデイ ー スとして「あなた方のうち誰でも． 最初． 母の胎内で． 408間で組織が集
められ． それから同様の日数で血の塊として． それから同様の日数で肉の塊として留まる。
それから神は天使を追わして． その人間の柑． 寿命． 幸福になるか． 不幸になるか． の四つ
を定めるように命じられる（プハ ー リー 1993-1994，下巻，152,「予め定められること」I(I)）。」
6 このレポ ー トの存在については池内恵先生 （東京大学先端科学技術研究センタ ー 准教授）
にご教示いただき． 本稿を執筆するきっかけをいただいた。 感謝申し上げる。 なお． このレ
ポ ートは． サチェデイ ー ナがクリントン政権時(1993年1月～2001年1月）． アメリカ政府の生
命倫理諮問委員会が1998年11月から行ってきたES細胞研究に関する検討の報告行に寄稿し
たものであり(Sachedina2000)． プッシュ政権時の報告害にも採録されている(Sachedina
2003; Sachedina 2006b)。
？ サチェデイ ー ナについては． ヴァ ー ジニア大学のホ ー ムペ ‘*( ーン http://artsandsciences.virginia. 
edu/religiousstudies/people/aas.html 2011年11月26日アクセス）を参照。 論文も若干掲載されて

いる。
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サチェデイ ーナによれば． 歴史的に， イスラー ム法の胚に関する議論は， 胎

児の法的道徳的人格の確定と結ぴついている。ES 細胞については，イスラー ム

法学者の大部分は入魂の時期を根拠に． 倫理的に統制された ES 細胞研究には

ほとんど問題はないとしている。胚から人間への発展について． ハデイ ースに

よれば． 入魂の時期は受精後4ヶ月つまり 120 日目である。入魂前は植物のよう

であるが， 入魂後は自分の意志で動くことができる。法学者（スンナ派の大部

分とシーア派の一 部）は妊娠期間を 120 日より以前と． 入魂後の 120 日より後に

区別している。しかし一 方， 法学者（スンナ派の一 部とシーア派の大部分）は

そのような区別をつけることには注意を払っている。120 日より前でも胎児は生

きているのであり それを根絶することは罪だからである。

発生学の進歩とともに明らかになったのは， 命は子宮の中で， 妊娠して受精

した瞬間から始まっているということであり かなり初期から胚は命が守られ

るべき生物だということである。この見解は， 外科医のハ サン ・ハ トフー ト

(Hassan Hathout, 2009年没）（医学倫理学者， 南カリフォルニアのイスラー ム共

同体の指導者でもあった）によって支持されており， 法学者たちに妊娠初期の

中絶およぴ余剰胚の破壊に関する法的・倫理的議論を引き起こした。多くの法学

者は， 命の始まりは妊娠した瞬間であり， 人間の胎児に対する侵害は非合法で

あるとしているが， 人間の健康を改善するためには， 人間は神とともに 初期

胚を含む自然への介入は可能だとする。それでは受精卵が難厳と権利を持つよ

うになるのはいつなのか， という問いが残されているが， 現代の大多数の法学

者にとって， 入魂によって胎児が人間になった段階である。

すべての法学派に認められる見解は以下のようなものである。1． コーランと

ハデイ ースは， 生物学的な胚の発達段階の後期に， 人間の命が知党されるとみ

なしている。2 ． 胎児は， 知槌でき 自発的な迎動ができるまでは， 法的な人格

とはみなされない。よって胚が子宮に着床した初期段階では， 道徳的地位を持

っとはみなされない。3． コー ランが道徳的地位の基準（入魂の時期）を明示し

ていないため． 法学者は生物学的な人格（受精直後）と， 道徳的な人格（妊娠

期間の最初の三分の一の期間）を区別することになる。

イスラー ムにおいては， 受精卵の破壊が人間の健康を改善するという目的の

ために行われる限り． ES 細胞研究は， 生命の授与者としての神の究極的な意志
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における信仰行為であるとみなされる。 サチェデイ ー ナの解釈では， イスラ ー

ムは胚盤胞期の受精卵については．ES細胞研究での使用を認めている(Walters

2004,22)。 しかし． サチェデイ ー ナは受精直後から命は始まっているとする慎

重な意見も付言している。 このように受精卵（ヒト胚）には人格はないとして

受精卵の破壊を認めつつも， 命は受精直後から始まっているとして受精卵破壊

の反対者にも考慮した内容になっている。

サチェデイ ー ナは， 入魂の時期を根拠に， イスラ ー ムにおいては受精卵の破

壊およびES細胞研究は許されるとしている。 これは． ヒト胚研究への公的研

究費の投入禁止から． 樹立されたES細胞株による研究への公的研究喪の投入

許可へと転換しようとしたクリントン政権の方針に沿うものである％しかし．

ヒト胚を破壊してES細胞を樹立すること自体には， アメリカ政府は研究費を

支給しないとしており その点はイスラ ームの立場とは異なる。 サチェデイ ー

ナは，命の始まりは妊娠した瞬間である（道徳的倫理的地位は持っていないが）

という見解を述べることにより． ヒト胚の破壊については公的研究費を投入で

きないという政府の立場を補強することになったのではないだろうか。

第2章 ユダヤ教における初期胚の議論

アメリカ政府の生命倫理諮問委員会の報告書に寄稿したレポ ートには． 先に

述べたサチェデイ ー ナを含め． さまざまな宗教． 宗派の聖職者およぴ研究者10

名（イスラ ー ム1名． ユ ダヤ教3名． キリスト教6名）の見解が掲載されている。

第2章ではユ ダヤ教，
， 第3章ではキリスト教の初期胚およぴES細胞に関する見

解を取り上げる"。

まず初期胚と関係の深い中絶の可否の問題に関して， ユ ダヤ教の権威者たち

は以下の二つのグル ー プに分けられる。（l)マイモニデス (Maimonides 1135-

• このレボートが苦かれたのは． クリントン政権末期． 受精卵を用いた ES 細胞研究に対す
る公的研究毀の助成を許可するか否かが問題となっていた時期である。
， 島薗進「ユダヤ教における「いのち」の解釈を教えてください」に対する回答 (http://homepage
2.nifty.com/jyuseiran/qa/qaOO I.html/ 2011年11月 26H アクセス）に．ユダヤ教の3名の見解がまと
められている。
＂ユダヤ教．キリスト教の生命倫理に関する文献については．本稿末の参考文献リストを参照。
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1204) に従い， 胎児はほぼ完全な人格を備え， 中絶は殺人のようなものである

とする。 このグル ー プは， 母親の命への危険を広くゆるやかに解釈し， 中絶ヘ

の障壁を下げることがある。(2) ラシ(Ras hi: Rabbi Shlomo Yitzhaqi, 1040-1105) 

に従い， 胎児の劣った地位を強調するが， 無差別な中絶を避けるために中絶ヘ

の障壁を上げる。 両方とも， 中絶は禁止されているが， 殺人ではなく， 母親の

命を救うためならば許されることにおいて一 致している(Mackler2003, 1 26; 

Feldman 1998, 284) 。

続いて， 生命倫理諮問委員会の報告書にみられるユ ダヤ教の見解を考察した

し＼。

(I) ラ ビ（ユ ダヤ教聖職者）のエリオット・ ドルフ(RabbiElliot N. Dorff, 

Univers ity of Judais m) の見解： ユ ダヤ教のES細胞研究に関する理解は， ユ ダ

ヤ法とユダヤ神学から尊かれる。 我々の身体は神に属し， この条件の中で， 我々

は自分の命と健康を保持する。 ユ ダヤ教は， 自然的・人工的手段を病気の克服

のために認めている。 人間は神の似姿に創造され， 蓉重される。 我々は， 謙虚

に幹細胞や科学の研究の限界に挑み， 世界とその保持のために働くべきである。

幹細胞は（受精卵のみならず）中絶胎児から得られ， この細胞をEG細胞

（胚性生殖幹細胞Embryonic Germ Cells ) という。 ユ ダヤ教では中絶は禁止さ

れている。 胎児は母親の太腿とみなされ＂， 誰も切断できないが，母体が危険な

ときには母親の命を救うために切断できる。 中絶胎児は他人の命， 健康を保つ

ために利用されてもよい。 胎児は完全な一人前の人間の地位を持たない。 解剖

や臓器移植によって人間の身体を利用してよいなら， 胎児はなおさらである。

幹細胞は精子と卵子を受精し， 培養皿で培菱した余剰胚からも得られる。 ユ

ダヤ法では， 子宮の中にない発生学的な素材は法的地位を持たない。 子宮に入

れられたとしても， タルムー ド（モー セが伝えたとされる口伝律法とその解説）

によれば妊娠40 日までは 「単なる水のような」 地位であるt2。 子宮外の場合，

11 Babylonian Talmud, Hullin 58a (Dorff 2003, 128). 
＂ タルムー ドによれば． 妊娠40日までは水のようなものであるとされ(Babylonian Talmud, 
Yevamot 69b)． 別のタルムー ドでは妊娠3カ 月 までとそれ以降を区別している(Babylonian
Talmud, Niddah 17a)。これは入魂の時期に基づくのではなく． むしろ胎児の肉体的発達によっ
て決まるのである。 また妊娠40日までの初期の段階では． 胚はまだ母親の太腿のような地位
にはないので． それ以降よりも中絶の許可の程度が大きくなる。(Dorff 2003, 128)。
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人間に育つ可能性はない。

テクノ ロ ジーそのものは道徳的に中立であり． リスクー 利益分析が問題にな

る。人々 の健康は共同体の責任であり． 政府は安価にそれを人々 に与え． 民間

会社は利益を生み 出す権利がある。 また（優生学的な） 向上のためで はな く ．

治療のために幹細胞研究を進めるべきである。

(2) ラ ビのモ シェ ・ ド ヴィ ド ・ テ ン ドラ ー (Rabbi Moshe Dovid Tendler, Yeshiva 

University) の見解 ： 胚の道徳的地位について． 胚盤胞は． 妊娠 14 日 後に 140の

細胞になる。ユダヤ ・ 聖書的伝統では． 妊娠40 日 よ り前の胚に道徳的地位は与

えられないので その破壊は精子の浪代ということになる。着床後40 日 後． 胚

は人間性を持つとされ． その破壊は殺人となる。接合子 (zygote) から人間性

が始 まるという前提は聖書にはない。

EG 細胞 とは8週間 目 の中絶胎児から 取られたものである。律法では． 8週間

目 の胎児の破壊は殺人であるが． 母体を救うためにのみ許される。その胎児は

研究のために利用して よ い。マイモ ニ デス に よ れば 律法では馬とロ パの交配

は禁止されているが． 法を超えても． 交配の結果のラ バは有益である。

ユダヤ教の伝統は． 聖書に よ る中絶の禁止を守るために防設壁を建てるとい

うバチ カ ンとキ リ ス ト 教原理主義者たちの信条を導重するが． 病気の治療を妨

げる防護壁を建てることはできない。利益のほうが損失 よ り大きいからである。

また経済的報酬は ド ナーではな く ． 有能な研究者に与えられるべきである。

(3) ロ ーリー・ゾロ ス (Laurie Zoloth, San Francisco State University) の見解 ：

旧約聖書（ヘ プラ イ語聖書）＂ の出 エ ジ プ ト 記21章22節に よ れば 「人々 がけん

かをして， 妊娠している女を打 ち ． 流産させた場合は． もし（彼女に） その他

の損倍がな く ても． その女の主人が要求する賠償を支払わね ばならない。仲裁

者の裁定に従ってそれを支払わね ばならない。もし． その他の損偏があるなら

1 .

｀ 旧約聖書には． 直接的に中絶の問題を議論 していないが 出エ ジプト記2 1 章22節やエレ ミ
ア 害 l 章5節 「わた しはあなたを母の胎内に造る前からあなたを知っていた。 母の胎から生ま
れる前にわた し はあなたを聖別 し 諸国民の預言者と し て立 てた」に 依拠 し て議論される
(Mackler 2003. 1 2 1 ) 。
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 ば． 命には命をも っ て償 わなければならない討」また タ ルムードによれば． 妊

娠4 0 日 より前なら． 胚は水のようなものである。 このように4 0 日 より前の胚の

利用は許される '50

以上の議論をまとめたい。 まず中絶胎児から得られるEG 細胞について は．

中絶の問題と関連する。 出エ ジ プ ト 記21 章22節と タ ルムー ドを根拠に． 胚は妊

娠4 0 日 目までは人間としての地位を持たないが． 4 0 日 目以降， 胚は人間性を持

つとされ， その破壊は殺人となる。 また妊娠8週間目から人間としての地位を持

つようになり． それ以降の破壊は殺人となるが 母体の健康を守るためならそ

れ以降でも中絶は許される。 よっ てEG 細胞は研究に利用できる。 また受精し

た余剰胚を破壊して得られるES 細胞に ついて も 出エ ジ プ ト 記2 1 章22節と タ ル

ムー ドに依拠して． 胚は妊娠40 日 までは水のようなものであり， 法的地位を持

たない。従っ て． 4 0 日 までの胚から得られるES 細胞は幹細胞研究 に利用できる。

概してユ ダヤ 教は． 旧約聖杏と タ ルムー ドに基づいて． 生まれる前の胎児 は

一人前の人間ではないとし， また4 0 日 までは水のようなものであり． 4 0 日 目以

降 に人間性を持つとして． 初期胚の破壊を認めている。 また病人を救う利益の

ほうが初期胚の破壊の損失より大きいとして， 胚や胎児から作られたES 細胞

の研究への利用も認めている。 ユ ダヤ教は． ES 細胞の樹立と研究を認め， 聖典

に依拠して （入魂の時期とはしていないが） 初期胚が人間とみなされるおおよ

＂ ユ ダヤ教では． カ ト リ ッ ク の よ う にすべての 中絶を殺人 と はみ な し て い な い。 と い う のは．
聖書的． ラ ビ的な文献は． 妊娠の発展段階を 認めて い る か ら であ る 。 も し 妊婦が流産 し て も
胎児の価値は賠償金に よ っ て支払われる べ き であ る 。 胎児は 一 人前の人間 と し て はみ な さ れ
ず． む し ろ その一部 と み な さ れる (Dorff 2003 , 128) 。 胎児は 一 人前の人間 と は言え な いので．
同 害報復では な く 賠償金で済む と い う こ と であ る 。
＂ 最初の二人の ラ ビ は研究推進積極派であ る が． ゾロ ス は以下の よ う な 見解 を 述べてお り 慎
煎な態度を と っ て い る 。 現在の科学技術の進歩は こ れ ま での人知の範囲 を は る かに超え る 領
域に達 して お り ． 人間 は ま っ た く 新 し い倫理的チ ャ レ ン ジ に 直面 し て い る 。 し たがっ て． こ
れ ま で妥当 と さ れて き た よ う な倫理的合意の単純な適用 では答え を 出す こ と はで き な い。 今
行われて い る 「人の萌芽」 を利用する 研究が． どの よ う な倫理的含意を も つか． ユ ダヤ教や
ユ ダヤ 思想の伝統に照 ら しつつ． 総合的 に 考 え ． 討議 し て 対応 し て い く ぺ き であ る 。 単 に．
「いつか ら 人 は始 ま る か」 と い っ た 問 いで解決で き る よ う な 問題ではな く ． 新 し い知識や技
術に よ っ て生命理解． 人間理解に どの よ う な 変化が生 じつつ あ る のか． 新 し い研究に よ っ て
どの よ う な社会的波及効果が生 じ る のか等 々 ． 多 く の未知の問題に取 り 組んで． 初めてその
意味が明 ら か に な る 事柄 な ので あ る (http://homepage2.nifty.com/jyuseiran/qa/qa00I .htmV 本稿
の脚注9参照） 。
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その時期を定めている点． また利益と損失を比較して病気の治療を優先する点

がイスラ ームと共通している。

第 3 章 キ リ ス ト 教 に お け る 初期胚の議論

キリス ト 教（カ トリ ック） では 新約聖書の 「マリア の挨拶をエリサベ ト が

聞いたとき． その胎内の子がおどった（ル カ による福音書 l 章41 節）」， 「 … …胎

内の子は喜んでおどり ました（同44節）」 などに基づき， 出生前の胎児の地位が

より強調されている。しかし．新約聖杏は中絶について明確には述べていない。

神が創造したものの破壊であるとして 中絶の明確な非難が見られるのは． 1 世

紀の 「十二使徒の教訓J （デ イ ダケ ー） における 「あなたは中絶 (phthora) に

よって子供を殺してはならない (Didache2.2) 16」 である。またア ウ グス ティ ヌ

ス といった教父もすべての中絶を非難し， 胎児が形成された後の中絶は殺人で

あり， 殺人と同様に禁止されるとしている。中世の教会では 身体が形成され

入魂が起こる時期— 普通は妊娠40 日 目 と理解された — よりも後の中絶は

殺人と同 じ であると考えられた。 17世紀の初めになる と 妊娠3 日 目 に胚は霊魂

を受け取るとされたり 受梢と同時であるとされたり した。 19世紀には母親の

命を救うための中絶は許可されるという議論もあったが， 1 869年 ＇ ピ ウ ス 9世の

勅 書 は 胎児は受精後ただ ち に 人間になるとして， 中絶を殺人と見なした。

1 885-95年 ， バチ カ ンはすべての中絶を禁止する一連の教令を発布し, 1965年

の第2バチ カ ン公会議でも， 命は受精した瞬間から守られるべきであり． 中絶は

犯罪 であるとして非難された (Mackler 2003, 1 2 1  - 1 24) ＂。 1 968年 にはパ ウ ロ 6

＂ 堕胎をしてはならない。 荒井ほか （訳） 2009, 29. 
＂ 中絶に関して古いところ では． 西暦1世紀末に曹かれたといわれている「十二使徒の教訓J に
すでに 「胎児や幼児を殺すなかれ」 と内かれている （佐藤消太郎訳． 中 央出版社． 1965年．
11頁） 。 以来． 教会は常に中絶を断罪してきたが． 比較的最近のもので． 第2パチカン公会議
では次のように言われている。 「あらゆる種類の殺人． 集団殺害． 堕胎． 安楽死， 自 殺な ど
すべて生命そのものに反すること… … はまことに恥ずべきことであ る。」（「現代世界憲章」 27
番）「堕胎と幼児殺害は恐るべき犯罪である。」 （同51番） また． バチカンの教理省は1974年に
「堕胎に関する宜言書」 を発表して． 1註仰 ・ 理性の両面からこの問題に光を当 てている （邦
訳 「堕胎に関する教理聖省の宜言」 カトリ ッ ク中央協議会． 1 975年） 。 そして1 995年に発表さ
れたヨ ハ ネ ・ パ ウ ロ2世の回勅 「いのちの福音」 では， 多くの頁が中絶の間題に当てられてい
る （松本 1 998, 70) 。 なおこの回勅の翻訳は， ヨ ハ ネ ・ パ ウ ロ 2世 2008参照。
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世が 回勅 「 フ マー ネ ・ ヴ イ テ (Humane Vitae ー一 人間の生命）」 で生命の尊重

と人工的な産児制限への反対を表明した。

続いて， 生命倫理諮問委員会報告 書におけるキリスト教諸派の見解を紹介し

たい。

( I ) プロテス タ ントのキリスト合同教会 (The United Church of Christいのロ

ナ ル ド ・ コ ー ル ・ タ ー ナ ー (Ronald Cole-Turner, M. Div., Ph . D. Pittsburgh 

Theological Seminary) の見解 ： キリスト合同教会は， 胚の地位について公的な

立場はとっていない。 胚を人格とみなすとは公式に宣言していないが， 胚を人

格とみなす こ とを認めている人もいる。 しかし大多数は． 胚は重要であるが，

地位は劣っているとして． 人格を認めていない。 政府の基金で幹細胞 研究を進

めるべきである。

(2) ギリシア正教会のデメトリオス ・ デモ プロス (Father Demetrios Demopulos, 

Ph. D. Holy Trinity Greek Orthodox Church) の見解 ： ギリシア 正教会は， 苦痛を

減らすための医療技術を奨励してきた長い伝統があ る。 受精卵は成人と発展段

階は異なるが， 潜在的な人格である。 結論として， 正統的キリスト教は人間の

生命の全発展段階での神聖性を認める。 どんなに高費な 目 的のためでも， 実験

のために胚は使われるべきではない。 しかし臓器移植は多 く の正統派が認めて

いるし． 流産した胎児の胚からとった細胞は受け入れられる。 人間の命を犠牲

にしない治療上の進歩を促進すべきである。胎児も成人も殺されてはならない。

人間の命は， 受精卵から肉体的死 までである。

(3) カトリ ックのマー ガ レ ット ・ フ ァ ーリー (Margaret A. Farley, Ph. D. Yale 

University) ＂の見解 ： カトリ ックの中にも． 胚や胎児利用の研究には． 意見の不

一致がある。 胚の道徳的地位や 中絶胎児の利用について反対意見と焚成意見が

ある。

(4) プロ テス タ ントのギル バート ・ メ イ レ ン ダー Jr. (Gilbert C. Meilaender, 

Jr., Ph. D.  Valparaiso University) の見解 ： 20世紀の神学者のカ ー ル ・ バ ルトいわ

1" 公民権． 同性愛者や女性の権利． 中絶の権利 と い っ た fll] 題 に リ ペ ラ ル な立場 を と る 教会で
あ る 。

＂ 中絶 を 認め る フ ェ ミ ニ ス ト の シ ス タ ー であ る 。
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く， 弱い構成員を支え ら れなければ， 家族であれ村であれ国家であれ， 共同体

は真に強いとは言えない。 （すでに樹立された）ES細胞による研究基金と胚か

ら ES細胞を得るための基金を詭弁的に区別してはいけない。（通常の受精胚で

はなく） 不妊治療の余剰胚のみを使っていると考えることで 自 分を欺いてはな

ら ない”。 また単に胚と言うべきで．初期胚あるいは着床前の胚と言ってはな ら

ない。

(5) カ ト リ ッ ク の エ ドム ン ド ・ ペ レ グ リ ノ (Edmund D. Pe llegrino, M. D. 

Georgetown Univer s ity)の見解 ： ロ ーマ ・ カ ト リ ッ ク の信徒たち は． 人間の命は

妊娠した瞬間か ら守 ら れるという道徳的主張を伯 じている。 人間の命は， 一つ

の細胞の段階か ら 死ぬまでの連続体であり すべての段階で威厳を持ち． 守 ら

れるべきである。 不妊治療のための余剰胚をなぜ使ってはいけないのか， ほと

ん どは冷凍され破壊されるのではない， という反論に対する答えは， 胚の運命

は変 わ ら ない． 親が同意したとしても， 胚の固有の道徳的地位は変 わ ら ないと

いうことである。

(6) カ ト リ ッ ク のケ ヴ ィ ン ・ ワ イ ル ズ (Kevin Wm. Wilde s ,  S. J ., Ph. D. 

Georgetown Univer s ity)の見解 ： ア メ リ カ の カ ト リ ッ ク 司祭は． 胚の破壊につな

がるので．ES細胞研究には反対しており． 胚を人間として扱うべきだとしてい

る。 余剰胚であろうと研究のために作 ら れた胚であろうと． 胚を利用する研究

を道徳的に封印するべきである。

以上のように6名のう ち ， 1 名のプ ロ テスタ ン ト の リ ベラル派は． 胚には人格

は認め ら れないとしてES細胞研究推進に積極的であり， 1 名の カ ト リ ッ ク の

フ ェ ミニス ト は黄否両論あるという立場である。 しか し ， 4名 （カ ト リ ッ ク ． ギ

リ シ ア正教会． プ ロ テスタ ン ト ） は妊娠した瞬間か ら 胚は人格を持つとして反

対の立場をとっている。 中 絶を認める リ ベラル派の見解もあり さ ら に詳細な

検討が必要であるが， 大まかに言えばキ リス ト 教は， 中絶が許される時期につ

” 余剰胚も受精胚であることには変わりはない。 生殖医療においては余剰胚と通常の受精胚
は区別されるが． 倫理的な位骰づけという観点からすれば． 通常の受精胚も余剰胚も同等で
ある。 これは死刑を宜告された人とそうでない人とが． 「人」 としては存在の等しい尊厳を
持つことと同じであり． 中絶される胎児を実験 目 的で使うことができないように． 死刑囚の
身体を実験 目 的で使うことも許されないのと同じである （島薗 2006, 33) 。
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いて新約 聖書にはっきりした根拠がないため． 「十二使徒の教訓」 ． 初期教父．

中世の神学者． そしてロ ーマ法王の回勅などを通して． 次第に最も弱い存在で

ある受精卵の段階で人格を認めるよ うになった。そして現在， ES 細胞 の樹立お

よ びその研究にはおおむね 反対の立場であると言え よ う。

さ ら にこの報告 書と関連して． アメリ カ 政府の ES 細胞 研究への政策という

点で政治的な視点か ら 見ると． アメリ カ のキリスト教の場合． 中絶に反対する

宗教右派＂ が 自 分たち の意見を反映させるために積極的に政治に働きかけ， 実

際に政治に影孵を与えていることが特徴であろう汽 中絶反対のプロラ イフ か中

絶容認のプロ チ ョ イス か． という点が大統領選挙の争点のひとつになるほどで

ある。キリスト教の初期胚の議論は． 中絶問題と関係するため． 政治にも大き

＂ 宗教右派についてはさまざまな文献があるが， 最近のものとして小川 2003； 河野 2006；藤
本 2009など参照。
22 たとえ ば．ES細胞研究への公的賓金の投入をめ ぐる大統領たちの態度を見てみよう。 アメ
リカでは． ヒ ト胚研究への公的研究費の支給は1 996年に施行された連邦政府の法律（デイ ツ
キ ー 修正と呼ばれる付帯条項） で禁止され． 毎年更新されてきた。（ただし ヒ ト胚研究 自 体
は違法ではなく． 民 間基金等の私的研究費による研究は可能である。 ） この禁止令により．
米国の基礎科学研究に前例のない空白 が生まれ． 生殖補助による不妊治療の基盤としてだけ
でなく． 胚性幹細胞の研究にも影孵を及ぽしている。 こ の法規制の背景には米国人の多くが．
生命は受梢の瞬間に始まり． 受精卵を用いた研究は早期 中絶に当たるという考 えを持ってい
ることがあげ られる（キ ー スリン グ 2007, 255)。

1998年に ヒ ト胚からES細胞が樹立されると． 1999年． 保健 ・ 社会福祉省は． ES細胞は ヒ
卜 胚由 来であっても胚そのものではないとして． ES細胞研究 自 体への連邦か ら の助成金は

ディ ッ キ ー修正の適用外とした。 ただし． ES細胞の樹立に対する援助は． 胚を壊すことか ら
助成は不可能とした。 それを受けて． 国立衛生研究所は． ヒ トES細胞研究に対する助成に
ついてのガイ ドラ イ ンの素案を1999年1 2月に作成し． 最終案を2000年8月に連邦官報に掲戟し
た。 それによると． ヒ トES細胞研究に対する国立衛生研究所の助成を認め． 研究対象を余
剰胚か ら 取り出したES細胞に限定した。 中絶反対者の団体等から のガ イ ドラ イ ンに対する
反対が予想されたが， クリントン大統領はガ イ ドラ インを支持する声明を出した。 しかし．
ガ イ ドラ イ ンに基づく助成の審査が始まったとこ ろ で． 政権はプッ シュ大統領に替わり． 国
立衛生研究所による審査は棚上げになった（井樋 2005, 134- 1 35)。

プ ッ シュ政権(2001年1月～2009年1月） においては． クリントン政権時代よりも制限がか
かり． 2001 年8月9日現在． 既に存在しているES細胞株による研究には． 政府の公的研究費の
投入は許可されたが． 新しく胚を破壊してES細胞を作成する研究への投入は禁止された。 世
界の研究に遅れをとるという懸念から促進案がアメリカ議会でたぴたぴ議決されたが． プッ
シュ大統領は拒否権を発動してきた。 しかしオパマ大統領は． 2009年3月9日． ES細胞研究に
政府が助成する大統領令に署名し． 新しく作った胚から樹立されたES細胞研究にも公的賓金
の投入が許可された( http:/ /www. nhk.orJ p /k aisetsu-blo g/100/ 1 6960. html 2010年7月178アクセ
ス。 NHK時論公論． 谷田部雅嗣 「先端医療研究とオ バマ政権」 2009年3月12日放送のウ ェプ
版。 2011年I I 月26日現在． アクセスできず）。
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な影靱力 を政治にも及ぼしている点でイスラ ー ムやユ ダヤ教とは異なっている

と言えよう。 アメリカのイスラ ー ム教徒とユダヤ教徒においては． 中絶や初期

胚の破壊といった問題が政治の重要な争点となることはあまりない。

結論

以上のア メリカ政府生命倫理諮問委員会の報告杏に見られるイスラ ー ム， ユ

ダヤ教， キリスト教におけるES細胞に関する見解 をまとめ， 比較した い。ES

細胞の作成で議論されるのは初期胚 （受精卵） はいつから人間になるのか，

という問題である。 まずイスラ ー ムにおいて， この問題はすでに中絶の問題で

イスラ ー ム法学者によって議論されている。 賛否両論があるが， 多数の意見で

は， 霊魂が吹きこまれる1 20 日 (4 0 日 ， 80 日 という見解もある” ) までなら胎児

は人間とはみなされないので， や む を えない理由 がある場合は中絶が認められ

ている。ES細胞の議論においても， 中絶と同様に入魂に関する コ ーラ ン および

ハ デ イ ースが持ち 出され． 大多数の見解では， 再生医療に使用するためならば，

受精卵 を 破壊し． ES細胞研究 を行うことは許可されるという結論に至ってい

る。

サチェデ イ ー ナは， コ ーラ ン ， ハデ イ ース を 引用しつつ． ヒト胚の破壊を 伴

うES細胞作成について認めている。 しかしながら同時に慎重な意見を 付言し

ており， 受精卵の破壊は認めないが， ES細胞研究自体への公的研究費投入は許

可しようと方針転換している米国政府に配慮したのではないだろうか。 概して

イスラ ー ムにおいては， 120 日 以前の初期胚の利用は許されていると言えよう。

ユ ダヤ教においても， 旧約聖杏や タルムー ド に基づき， 受精卵はいつから人

間になるのかという問題が論じられている。 そして妊娠4 0 日 までは胎児は水の

ような存在であり 人格を持たないと考えられるため． ES細胞研究への利用は

許されるという見解が一般的である。 しかしながら， 初期胚の利用は 単に 「い

つから人は始まるか」 といった問いで解決できるような問題ではなく， 多くの

” ス ン ナ派四大法学派の ひ と つマ ー リ ク 学派は． 中絶に は 反対 と い う 立場であ り ． 受精直後
に魂が吹 き 込 ま れる と 考え て い る のだろ う 。
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未知の問題に取り組んで． 初めてその意味が明らかになる事柄なのだとするゾ

ロ ス の見解のように 初期胚利用を認めつつも． 慎重な立場も見られた。

キリスト教において は 新約型酋では中絶について直接言及していない。し

かし． 「十二使徒の教訓」 における胎児を殺してはならないという文言． およぴ

各時代の教父や神学者． ロ ー マ法王の見解に基づき． リベラ ル派を除き， 概し

て受精 した時から初期胚は人格を持つという立場から． 初期胚の破壊には反対

の立場が多い。

三大一神教の立場を検討してきた結果， 大 ま かに言えば， イスラ ームはユダ

ヤ教との類似点が多かった。イスラ ームとユダヤ教は， 聖典（それぞれ． コ ー

ラ ンとハ デ イ ース ， 旧約聖杏と タ ルムー ド）に基づき， 初期胚は ま だ人格を持

たないという立場である。よって ES 細胞研究のために初期胚を破壊すること

を許しており． 受精直後から人格を持つという意見は少数派である。一方， キ

リスト教では新約聖書に明確な記述がな く ． カトリ ック． プロ テス タ ントを問

わず． 初期胚の破壊について反対の立場が多い。さらに公的資金の投入の可否

といった政治政策に積極的に働きかけている点で， アメリ カ 社会に大きな影響

力を持つ点が特徴であろ う。

以上． アメリ カ 政府生命倫理諮問委員会の報告 書に見られる三大一神教の

ES 細胞研究への見解を中心に分析 し ． イスラ ームとユダヤ教の類似およびキリ

スト教との相違を明らかにした。イスラ ームのみならず． ユダヤ教． キリスト

教の生命倫理（初期胚や 受精卵の問題だけではな く ） に関連するより多 く の文

献を検討し， 古典文献にも 目 を配りつつ． 現代の政治にも視野を広 げた研究が

今後の課題である。

＊ 本 稿は． 平 成2 1 -23 年 度 科 学研究 費 補 助 金（若 手 研究 (B) ) 課題 番 号

2 1 720022およぴ平成23年 度新潟大学プロ ジ ェクト推進経費（奨励研究） による

研究成果の一部である。
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